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61.立体映像法師基礎的頚究
植松貞夫，宇野公一く千大・放射謀部〉
通常X緩フィノレムは二次元即ち立体像を二次元化した
ものであるが，臨床上は三次元の情報が得られれば非常
に好都合である。三次元表示の理想的方法は， Hologra-
phyであるが撮影装量の問題でまだ実現されていないの
で現在この撮影装置を開発している。この装置は Digit-
al Radiography，E-CT， Cyclotron-positron Camera 
NMR等の装置とともに将来非常に有意義なものとなる
といえる。 
62.高知医科大学の紹介
田宮達男，北}I! 素〈高知医科大〉
私共の赴任は本年4月で，附属病院の開院詰去る10月
工2日，第二外科の標傍科名は一般外科，特iこ鵠部外科で
ある。現在学年進行中で 4年次生が最高である。病床現
有数320，完成時の予定は600である。全学電算化を特色
としている。他の薪設豆大に比し，開院初期の診療件数
は約 2告で，疾患に地域的特建設がみられる。地域医療向
上への期待は大きい。 
63.詞時性食道胃重複事iこ対する食道再建術の工夫
〈映画〉
一頚部食道十二指腸爵空腸有茎移植街
羽生富士夫，遠藤光夫，小林誠一郎
浜野恭一，鈴木博孝，山田明義
鈴木 茂，中村光司
(東京医大消化器病センター〉
食道胃重複癌に対する手術は，食道警全捕の上結揚に
よる再建が一般的である。しかし胃癌が，限局性や早期
癌である場合，胃の一部を残しこれを再建に用いること
も試みてよい街式と考える。胃は右胃大絹動静脈を車管
茎とした大響側の結胃管として残し，これを頚切に挙上
食道と吻合，目工円{sJは空揚と吻合する。空腸との吻合辻
十二指腸を閉鎖し， Roux Y法でもよいが，本例では胃
管と十二指腸との関に 1nterposeした。結局食道と十二
指揚との間に，胃管，空揚の doubleinterpositionの形
で再建が行われた。同時f生食道胃重複癌に対する切徐再
建街式として胃癌の{揺の根治性を妨げえ互い限り，試みる
べき一法と考える。 
64. CUSA による食道リンパ欝郭清
佐藤博(千大〉
食道癌治憲手術を擁行するためには，病巣の完全切徐
と充分なリンパ節の郭清が必要で、ある。胸腔内リンノ号室告
は諜部の脂肪組織内に埋没し，旦つ，周囲には神経，重工
管2 気管などの重要臓器が存在し，その郭清は容易では
ない。 CじSAを装用すると，安全であ予旦つ充分郭清す
ることが可龍である。この方法を挟画で供覧した。 
65. [特別講演J:結胞工学と事l癌研究
谷口 克〈千葉大学涯学部・免疫研究部〉
動物の自然発生腫蕩ならびに人工的に作製した動物腫
壌を用いた実験系およびその成果は，しばしばヒトの系
に亘接応用できない悩みがあった。その原因の 1つは，
キラーT組庖が腫療技原を認識する際;こ，自己の組織抗
原と共に認識するという坂説があったからである。しか
し，これは必ずしも普遍的な事実でなく，自然発生腫蕩
の中には自弓抗原の一致が見られない場合にもキラーT
紐患が働く例が報告されている。これらの観点から腫蕩
抗涼の性状を考えた場合，ヒト及び動物間共通の腫虜特
異抗京が存在するはずであり，それを詣標にして腫蕩に
対する免疫長応の解析を行えば，動物実験に用いたもの
と全く同ーの反応系をそのままヒトに応用できる。とく
に紐麹融合法を利用して種属関共通乙存在する腫蕩特
異抗京に対する単クローン抗体を作製した場合，マウス
撞蕩を用いて得た実験結果は，重接ヒトの麗蕩の診断・
治療の基礎を与えるばかりでなく，同ーの単クローン抗
体を用いてヒトの系に応用できると考えられる。
そこで，C57BL/6マウス自然発生黒急麗， B16メラノ
ーマを罰系マウスに免疫した。この稗細抱を用いてモノ
クロナル抗体を作製した結果，二種類の特異抗体を作る
ことができた。その一つ M562抗体は B16細胞特異抗体
であり， M2590抗体はマウスのみならずヒト，ハムスタ
ーメラノーマなど種罵共通のメラノーマ抗原を認識す
る。これら二つの抗原決定基は毘一分子上に存在しヲ種
属特異抗原泣蛋岳部分から，また種属交叉性抗原はシア
ノレ酸を含む糖鎖から構成される分子量31000の糖蛋白で
ある。これらの提体に放射性ヨード(1251)を結合させ担
がんマウスに静注した場合，抗体は選択的tこ腫蕩巣に集
積し，正常組織とは反応しないことがオートラジオグラ
ムによって誰かめられた。また 131-結合抗体を担がん
動物iこ静注した場合には腫蕩の増殖を著明に抑制した。
以上の事実は，これらの技体が診断のみならず治療用と
